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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
一
般
教
養
な

ど
様
々
な
分
野
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、小
学
校
で
の
か
け
っ
こ
指
導
、

児
童
館
で
の
読
み
聞
か
せ
、
自
然
観

察
会
の
講
師
、
高
齢
者
施
設
で
の
介

護
予
防
運
動
講
師
と
し
て
、
登
録
さ

れ
た
方
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
支

援
が
必
要
な
場
合
は
、
市
が
人
材
を

ま
し
た
。
写
真
や
動
画
で
は
感
じ
ら

れ
な
い
「
に
お
い
」
を
ぜ
ひ
体
感
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
地
方
」
に
も
歴
史
が
あ
り
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま

す
。
100
年
前
、
500
年
前
に
生
き
て
い

た
人
々
は
、
今
私
達
に
こ
の
よ
う
な

形
で
知
ら
れ
て
い
る
と
は
想
像
し
て

い
な
か
っ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
今

の
生
活
も
100
年
後
、500
年
後
に
は「
歴

史
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
思
う
と
、「
未
来
の

人
々
に
何
を
伝
え
た
い
の
か
」
と
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
未

来
の
あ
き
る
野
に
生
き
る
人
々
に
、

何
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

き
る
野
」に
つ
い
て
は
、「
秋
留
台
地
」

「
阿
伎
留
神
社
」「
秋
留
郷
」
と
異
な

る
漢
字
で
「
あ
き
る
」
と
い
う
名
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
基
に
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
由
来
を
知
る
と

「
あ
き
る
野
」
と
い
う
地
名
に
、
愛

着
が
持
て
る
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

　

五
日
市
郷
土
館
で
は
、
市
内
の
歴

史
、
民
俗
、
自
然
な
ど
に
関
す
る
資

料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
展
示
し
て

い
る
農
具
や
道
具
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
江
戸

時
代
や
明
治
時
代
の
も
の
が
中
心

で
、
現
在
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も

の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
何
に
使
わ
れ

て
い
た
も
の
か
を
、
ぜ
ひ
想
像
し
な

が
ら
展
示
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郷
土
館
の
隣
に
江
戸
時
代

末
期
に
建
て
ら
れ
た
古
民
家
「
旧
市

倉
家
住
宅
」
が
あ
り
ま
す
。
お
す
す

め
は
囲
炉
裏
の
火
で
す
。
囲
炉
裏
は

炊
事
や
暖
房
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

い
ま
す
。

11
月
に
は
、

過
去
の
招
へ

い
者
の
作
品

の
展
示
、
招

へ
い
者
の
版

画
作
品
の
展

示
を
戸
倉
し

ろ
や
ま
テ
ラ

ス
で
行
い
ま

す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て

は
、
市
Ｈ
Ｐ
等
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

招
へ
い
者
の
過
去
作
品
を
一
部
紹

介
し
ま
す
。

教
育
広
報
「
あ
き
る
野
の
教
育
」
に
対
す
る
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

：

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係　

☎
０
４
２
ー
５
５
８
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
９
１
１
）

　

今
年
度
で
30
年
目
を
迎
え
た
本
事

業
は
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
ら
い
ふ
21
の
企
画

と
し
て
全
国
に
先
が
け
て
平
成
５
年

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
例
年
、
日
本

人
２
人
と
外
国
人
１
人
の
３
人
の
若

手
版
画
家
を
招
へ
い
し
て
い
ま
す
。

国
籍
を
超
え
て
芸
術
家
が
共
に
創
作

活
動
を
行
う
機
会
を
提
供
し
、
作
品

の
発
表
や
地
域
と
の
交
流
の
中
で
芸

術
や
異
文
化
へ
の
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
実

施
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
度
は
国
内
在
住
者
の
み
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

招
へ
い
者
は
、
写
真
右
か
ら
、
下し
も

村む
ら

栞か
ん
由ゆ

さ
ん
、
張
ち
ょ
う

韡い

さ
ん
（
中

国
出
身
）、
松ま
つ
元も
と

悠
は
る
かさ
ん
の
３
人

で
、
９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ
五
日
市
（
戸
倉

３
０
０
番
地
）に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

３
か
月
間
の
共
同
生
活
で
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
同
士
の
交
流
を
深
め
な
が

ら
日
々
、
版
画
制
作
に
取
り
組
ん
で

３年ぶり開催！３年ぶり開催！
アーティスト・イン・アーティスト・イン・
 レジデンス事業 レジデンス事業

松元　悠さん

「里
さと
湖
うみ
源
げん
五
ご
郎
ろう
鮒
ぶな
物
もの
語
がたり
」

下村　栞由さん

「I Love」
張韡さん

「Cozy Cozy」

　

み
な
さ
ん
は
「
歴
史
」
と
聞
い
て

何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
「
平
安

京
」「
徳
川
家
康
」、
ド
ラ
マ
で
話
題

の
「
北
条
氏
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
学

校
で
習
う
、「
中
央
」
の
歴
史
で
す
。

そ
し
て
、「
中
央
」
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
「
地
方
」
の
歴
史
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
ぜ
ひ
「
地

方
」
の
歴
史
に
目
を
向
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
あ
き
る
野
市
に
も
長
く
続

い
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。「
江

戸
幕
府
の
頃
の
あ
き
る
野
の
暮
ら
し

と
は
？
」「
幕
末
か
ら
明
治
期
の
開

国
の
時
の
市
域
の
様
子
は
？
」
な

ど
、「
地
方
」
の
歴
史
を
知
る
こ
と

は
、
歴
史
を
身
近
に
感
じ
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
を
好
き
に
な
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

何
気
な
く
呼
ん
で
い
る
近
所
の
地

名
に
も
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
理
由
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
あ

　

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
は
、
専
門

的
知
識
や
技
能
な
ど
を
お
持
ち
の
個

人
や
団
体
に
登
録
い
た
だ
き
、
地
域

や
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
の
講
師
役
等
と

し
て
支
援
を
す
る
制
度
で
す
。

　

現
在
、
48
件
の
個
人
・
団
体
が
人

材
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
内
容
は
、
文
化・芸
術
、
体
育・

ス
ポ
ー
ツ
、
教
育・子
育
て
、
健
康・

郷
土
の
歴
史
を
知
ろ
う

～
地
域
の
資
料
館
の
ス
ス
メ
～

旧市倉家住宅の囲炉裏

紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
自
分
の
力
を
地

域
で
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
個

人
や
団
体
の
方
は
、
ぜ
ひ
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

み
な
さ
ん
の
活
動
が
、
よ
り
豊
か
に

な
る
よ
う
、
登
録
者
と
利
用
者
を
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
登
録
方
法
等
の

詳
細
は
、市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ

生
涯
学
習
推
進
課
生
涯
学
習
係　

（
内
線
３
０
１
１
）

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク〜

つ
な
げ
ま
す　

人
と
人
〜

　

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
が
い

る
家
庭
で
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
、
保
護
者
に
学
用
品
費
、
修
学

旅
行
費
、
学
校
給
食
費
な
ど
教
育
費

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
場
合
、
援
助
費
の
適

用
は
、
申
請
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
に
な
る
か
迷
わ
れ
る
場
合
は
、

申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
令
和
４
年
度
に
あ
き
る
野
市
に
住

所
が
あ
る
、
ま
た
は
あ
き
る
野
市
立

小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者

②
世
帯
の
収
入
基
準
額
な
ど
、
一
定

の
条
件
を
満
た
す
家
庭

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
申
請
書

　

教
育
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
あ
き
る
野
市
Ｈ
Ｐ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
就
学
援
助
費
の
申
請
は
、
毎
年
度

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

令
和
５
年
度
小
・
中
学
校
の
入
学

に
係
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
、

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学

前
支
給
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
年
長
未
就
学

児
、
小
学
校
６
年
生
の
保
護
者
、
ま

た
は
令
和
５
年
度
に
あ
き
る
野
市
立

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
を
教

育
委
員
会
が
承
諾
し
た
年
長
未
就
学

児
、
小
学
校
６
年
生
の
保
護
者

②
令
和
４
年
度
の
就
学
援
助
認
定
基

準
を
満
た
す
年
長
未
就
学
児
、
小
学

校
６
年
生
の
保
護
者

※
令
和
４
年
度
の
就
学
援
助
認
定
を

受
け
て
い
る
小
学
校
６
年
生
に
つ
い

て
は
、
入
学
前
支
給
を
行
い
ま
す
の

で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

○
申
請
方
法

　

年
長
未
就
学
児
の
保
護
者
に
は
、

９
月
に
送
付
し
た
就
学
時
健
康
診
断

の
通
知
に
、
申
請
書
を
同
封
し
て
い

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
長
未
就
学
児
の
入
学
前
支
給
を

希
望
す
る
場
合
は
、
き
ょ
う
だ
い
が

令
和
４
年
度
の
就
学
援
助
認
定
を
受

け
て
い
る
家
庭
に
つ
い
て
も
申
請
が

必
要
で
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ

　

教
育
総
務
課
学
務
係

（
内
線
２
９
１
３
）

申請書とお知らせは、
ホームページにも
掲載しています。

就
学
援
助
費
の

就
学
援
助
費
の

 

申
請
は
お
早
め
に
！

申
請
は
お
早
め
に
！

新
入
学
児
童
生
徒

新
入
学
児
童
生
徒

 

学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

学
用
品
費
の
入
学
前
支
給


